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委
員
会
の

意
見
集
約

一
、
事
業
費
に
つ
い
て
視
察

研
修
先
（
鹿
屋
・
志
布

志
）
と
比
較
し
、
極
め
て

高
額
で
あ
り
、
事
業
費
削

減
が
望
ま
れ
る
。

一
、
現
行
雇
用
者
の
身
分
保

障
及
び
雇
用
を
確
保
す
る

こ
と
。

一
、
関
係
機
関
と
の
協
議
の

場
が
な
く
、
理
解
が
得
ら

れ
て
い
な
い
の
で
、
十
分

な
協
議
を
求
め
る
。

個
別
の
意
見

◎
３
セ
ン
タ
ー
と
も
老
朽
化

が
著
し
く
、
行
財
政
改
革
の

観
点
か
ら
統
合
し
建
設
す
べ

き
で
あ
る
。

◎
頴
娃
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら

新
た
に
建
設
し
、
２
セ
ン

タ
ー
は
施
設
改
修
に
よ
り
維

持
す
べ
き
で
あ
る
。

◎
鹿
屋
市
は
10
年
か
け
て
建

設
に
着
手
し
て
い

る
。
住
民
の
意
見

を
取
り
入
れ
ず
、

急
ぎ
す
ぎ
で
あ

る
。

◎
ド

※

ラ
イ
方
式
前

提
で
進
め
て
い
る

が
、
ウ

※

エ
ッ
ト
方

式
で
も
ド
ラ
イ
運

用
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
新
衛
生
管

理
基
準
に
適
合
す

る
。
短
期
間
の
検

討
で
、
事
業
費

13
億
円
は
財
政
を

圧
迫
す
る
。
一
本

化
は
中
期
的
な
視

点
に
立
ち
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。

◎
予
算
決
定
し
て
い
な
い
の

に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

り
業
者
が
内
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
進
め
方
は
、
適

正
で
あ
る
べ
き
業
者
選
定
に

お
い
て
、
誤
解
を
招
く
恐
れ

が
あ
る
。

◎
財
源
充
当
に
当
た
っ
て
は

過
疎
債
を
含
め
十
分
協
議

し
、
よ
り
有
利
な
事
業
を
導

入
す
る
こ
と
。

結
　
　
び

　

各
委
員
の
見
解
が
異
な
る

こ
と
も
あ
り
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
是
非
な
ど
に
つ
い

て
は
特
別
委
員
会
と
し
て
の

判
断
を
示
さ
な
か
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

※
ド
ラ
イ
方
式

　

作
業
を
す
る
調
理
台
の
上

や
床
な
ど
は
常
に
乾
い
た
状

態
。

※
ウ
エ
ッ
ト
方
式

　

釜
を
洗
っ
た
と
き
に
こ
ぼ

れ
た
水
な
ど
で
、
床
は
濡
れ

た
状
態
。

学校給食センター建設調査

特 別 委 員 会 報 告
給食センターの現状
施設名 建築年 敷地面積（㎡） 建築面積（㎡） 給食数（食） 年間経費 今後改善が必要な事項
川辺給食
センター Ｓ５３年 ２，２６５ ７９７ １，２６８ ５，６２６万８千円 ウエット方式からドライ方式へ　

換気扇の取替など

知覧給食
センター

Ｓ４４年
（Ｈ２年改修） ２，０１６ ５８３ １，１８１ ７，３０２万３千円 ウエット方式からドライ方式へ　

休憩室事務室の拡張など

頴娃給食
センター Ｓ４８年 ２，１０３ ４７１ １，１９３ ７，７６７万１千円 ウエット方式からドライ方式へ　

排水処理施設の設置など

給食センターの統合計画
建設地 建築年 敷地面積（㎡） 延床面積（㎡） 給食数（食） 事 業 費 備　　　　　考
知　覧 Ｈ２２年・２３年 ７，０００ ２，５１８ ３，５００ １３億３００万円 ドライ方式　Ｈ２３年９月開始予定

視察研修先の現状
研修先 建築年 敷地面積（㎡） 建築面積（㎡） 給食数（食） 実質事業費 備　　　　　考

鹿　屋 建築中 ７，６４１ ２，７３２ ６，０００ １４億１，３００万円 ドライ方式　１０年前から計画し十分な協議

志布志 Ｈ２０年 ６，４２５ ２，１４８ ３，０００ ８億１，９００万円 ドライ方式　２センターで運営中（将来１センターで運営予定）

志布志市給食センターでの視察




